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青年会・青年団の関係は遥かに密接であった。しかし、1915 年（大正 4 年）の第一次内務
・文部両省訓令「青年団体ノ指導発達ニ関スル件」及び次官通牒「青年団体ノ設置ニ関ス
ル標準」で、青年団の活動が「修養機関」（通俗教育・社会教化）と定められ、沖縄の青







































































































































































































与が欠かせない」（第 1 章第 3 節）としているが、現代における沖縄社会教育行政の特徴
とその問題点に踏み込んで論究する必要がある。神女となる女性に多大な重圧をかける現
在の沖縄の神事の在り方と市民生活との間の調整に関しても同様である。また、モーアシ
ビの習俗が成り立った戦前までの時代に対して、現在のシマ社会、あるいはこれからのシ
マ社会と習俗、社会教育をどのように考えていくのかについても研究の深まりが求められ
る。
これらの課題については、本人も十分に理解しており、今後の研究に生かされることが
期待される。
南島村内法の罰札制度の在り方の検証を通して、習俗としての社会教育が果たしてきた
役割を明らかにし、多くの学問的知見を提供している本論文を総合的に判断して、審査員
一同「博士（教育学）」の学位を授与するに値するとの結論を得たので､ここに報告する。
